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県
漁
連
の
令
和
七
年
度
通
常
総
会

が
、
六
月
二
十
四
日
に
新
潟
県
水
産
会

館
二
階
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
新
潟
県
漁
協
役
職
員
永

年
勤
続
者
表
彰
と
し
て
次
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

●	

新
潟
漁
協　
　

保
苅　

敬
史

●	

新
潟
漁
協　
　

桐
生　

美
好

●	

佐
渡
漁
協　
　

葛
野　
　

健

●	

佐
渡
漁
協　
　

石
塚
貴
代
美

●	

佐
渡
漁
協　
　

須
田　

鎮
江

総
会
の
議
長
に
寺
泊
漁
協
の
青
木
代

表
理
事
組
合
長
が
選
出
さ
れ
審
議
に
移

り
、
令
和
六
年
度
事
業
報
告
、
令
和
七

年
度
事
業
計
画
等
の
報
告
が
行
わ
れ
、
全

議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

が
行
わ
れ
次
の
と
お
り
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

代
表
理
事
会
長　

寺
尾　

和
弥

副
会
長
理
事　
　

磯
谷　

光
一

専
務
理
事　
　
　

五
十
嵐　

英
人

理　
　

事　
　
　

土
屋　

貞
男

理　
　

事　
　
　

関
本　
　

貢

理　
　

事　
　
　

長
﨑　

一
清

理　
　

事　
　
　

水
野　

信
明

代
表
監
事　
　
　

仲
田　

紀
夫

監　
　

事　
　
　

羽
田　

安
博

監　
　

事　
　
　

小
池　

正
容

◇
事
業
の
状
況

令
和
六
年
度
に
お
け
る
当
連
合
会
の

実
施
し
た
事
業
と
し
て
、
事
業
部
門
ご

と
の
実
績
の
う
ち
購
買
事
業
の
石
油
部

門
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
原
油
生
産
量

の
上
方
修
正
等
に
よ
り
原
油
価
格
は
値

動
き
の
大
き
い
展
開
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
全
漁
連
を

は
じ
め
と
す
る
仕
入
先
と
可
能
な
限
り

価
格
交
渉
を
行
い
、
安
定
供
給
に
努
め

ま
し
た
結
果
、
上
・
中
・
下
越
地
区
会

員
に
対
す
る
取
扱
い
に
加
え
、
員
外
利

用
の
大
幅
な
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
対

比
で
数
量
八
九
・
〇
％
、
金
額
八
九
・

七
％
の
取
扱
い
と
な
り
ま
し
た
。

資
材
部
門
で
は
、
漁
網
鋼
類
、
舶
用

機
器
及
び
そ
の
他
資
材
類
、
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
魚
箱
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

前
年
度
対
比
金
額
で
九
〇
・
三
％
と
な

り
ま
し
た
。

製
氷
冷
凍
事
業
の
凍
氷
で
は
、
上
・

中
越
地
区
で
の
取
り
扱
い
が
減
少
し
、

冷
餌
料
に
お
い
て
も
、
篭
漁
に
使
用
す

る
冷
凍
サ
ン
マ
・
ニ
シ
ン
等
の
扱
い
が

減
少
し
た
こ
と
か
ら
、
前
年
度
対
比
金

額
五
九
・
三
％
と
な
り
ま
し
た
。

販
売
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
潟
市
場

扱
い
の
メ
ジ
マ
グ
ロ
・
ワ
ラ
サ
・
ヒ
ラ

マ
サ
、
刺
し
網
漁
で
の
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
、

一
本
釣
り
漁
で
の
サ
ワ
ラ
、
海
藻
類
が

増
加
し
た
も
の
の
、
ア
ジ
、
サ
バ
、
タ

イ
、
ナ
ン
バ
ン
エ
ビ
、
カ
レ
イ
類
が
減

少
し
た
こ
と
か
ら
取
扱
い
数
量
は
減
少

し
、
販
売
事
業
全
体
で
は
、
前
年
度
対

比
金
額
で
九
二
・
六
％
と
な
り
ま
し

た
。一

方
、
指
導
事
業
は
、
会
員
の
負
託

に
応
え
る
た
め
、
県
域
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
の
基
、
漁
協
組
織
強
化
・
漁
業
資

源
回
復
・
漁
業
就
業
者
確
保
及
び
育

成
・
燃
油
高
騰
対
策
・
浜
の
担
い
手
漁

船
リ
ー
ス
事
業
推
進
等
に
つ
い
て
、
県

並
び
に
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
積
極

的
な
事
業
展
開
に
努
め
た
こ
と
に
加

え
、
昨
年
八
月
に
東
電
福
島
第
一
原
発

か
ら
海
洋
放
出
さ
れ
た
ア
ル
プ
ス
処
理

水
へ
の
風
評
被
害
対
策
と
一
部
魚
種
の

禁
輸
措
置
に
係
る
漁
業
被
害
へ
の
対
応

を
積
極
的
に
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
こ
れ
ら
問
題
に
つ

い
て
は
注
視
し
、
会
員
各
位
と
の
情
報

の
共
有
と
ア
ル
プ
ス
基
金
事
業
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
会
と
致
し
ま
し

て
、
第
三
次
中
期
経
営
計
画
に
基
づ

き
、
漁
業
者
が
直
面
し
て
い
る
厳
し
い

状
況
を
踏
ま
え
、
そ
の
実
践
に
向
け
た

運
動
を
積
極
的
に
展
開
す
る
と
と
も

に
、
経
営
強
化
の
観
点
か
ら
事
業
管
理

費
等
の
削
減
を
図
る
な
ど
健
全
な
運
営

を
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
結
果
、
経
済
事
業
総
取
扱
高
は
二
一

億
七
、三
〇
九
万
円
、
事
業
利
益
五
、四

新
潟
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

令
和
七
年
度
系
統
団
体
通
常
総
会
（
定
時
会
員
総
会
・

�

定
例
総
会
・
事
業
実
績
報
告
会
）
開
催

未来を拡く、広域漁協
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二
〇
万
円
と
な
り
、
当
期
剰
余
金
五
、

〇
三
二
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

令
和
六
年
度
の
事
業
の
状
況
は
以
上

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
も
役

職
員
が
一
丸
と
な
り
、
効
率
的
な
事
業

の
展
開
と
会
員
へ
の
良
質
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
と
と
も

に
健
全
な
事
業
運
営
を
確
保
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
会
員
並
び
に

関
係
各
位
の
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

当
年
度
の
決
算
に
係
る
事
業
実
績
等

報
告
会
は
、
去
る
六
月
二
十
四
日
に
新

潟
県
水
産
会
館
大
会
議
室
に
て
開
催
さ

れ
、
以
下
の
と
お
り
報
告
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

東
日
本
信
漁
連
が
設
立
さ
れ
、
第
四

事
業
年
度
と
な
る
令
和
六
年
度
は
、
令

和
六
年
四
月
に
宮
城
県
漁
協
か
ら
信
用

事
業
を
譲
り
受
け
、
十
三
都
県
域
体
制

に
よ
る
更
な
る
広
域
的
な
事
業
運
営
を

行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
年
度
に

お
い
て
も
、
自
然
災
害
の
猛
威
は
ま
す

ま
す
勢
い
を
強
め
、
当
管
内
で
は
記
録

的
な
豪
雨
や
豪
雪
、
山
林
火
災
等
に
よ

り
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
被
災

し
た
皆
様
に
対
し
て
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
当
連
合
会
も

最
大
限
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

経
済
・
金
融
環
境
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
に
引
続
き
、
日
銀
に
よ
る
金
利
政

策
の
見
直
し
等
に
伴
い
、
市
場
金
利
が

上
昇
し
ま
し
た
。
ま
た
、
日
経
平
均
株

価
は
史
上
最
高
値
を
更
新
し
、
賃
上
げ

機
運
の
継
続
や
コ
ス
ト
の
販
売
価
格
へ

の
転
嫁
等
か
ら
物
価
上
昇
が
継
続
さ

れ
、
幅
広
い
分
野
で
デ
フ
レ
経
済
か
ら

の
脱
却
が
見
ら
れ
る
等
、
非
常
に
長
く

続
い
て
き
た
日
本
経
済
の
状
況
が
大
き

な
変
化
を
迎
え
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

当
連
合
会
と
し
て
は
、
現
在
の
「
金
利

あ
る
世
界
」
で
、
安
定
し
た
経
営
を
実

現
す
る
た
め
の
取
組
み
を
検
討
し
、
実

行
に
向
け
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

漁
業
環
境
に
つ
い
て
は
、
日
本
近
海

の
海
水
温
が
上
昇
を
続
け
、
海
面
養
殖

業
等
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。
特
に
ノ
リ
養
殖
に
お
い
て
生
育
不

良
が
見
ら
れ
、
ホ
タ
テ
養
殖
で
は
大
量

へ
い
死
が
発
生
す
る
等
、
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
海
流
の
変

化
に
つ
い
て
も
、
過
去
に
例
の
な
い
ほ

ど
大
規
模
か
つ
長
期
間
に
わ
た
り
流
路

の
変
化
が
発
生
し
、
漁
獲
量
の
減
少

や
、
漁
場
の
沖
合
化
に
よ
る
燃
料
代
負

担
の
増
加
等
、
漁
業
経
営
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
当
連
合
会

の
経
営
状
況
は
、
経
常
利
益
九
一
四
百

万
円
（
事
業
計
画
対
比
＋
五
二
九
百
万

円
）、
当
期
剰
余
金
七
八
二
百
万
円
（
同

比
＋
四
三
七
百
万
円
）
の
実
績
と
な
り

ま
し
た
。
貯
金
・
貸
出
と
も
に
統
一

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
浜
に
出
向

く
体
制
の
構
築
と
漁
業
金
融
機
能
の
強

化
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
貯
金
七
、三
六

一
億
円
（
同
比
＋
八
七
億
円
）、
貸
出
金

一
、四
二
〇
億
円
（
同
比
＋
三
六
億
円
）

の
年
度
末
残
高
を
確
保
し
て
お
り
ま

す
。
事
業
管
理
費
は
五
、二
六
六
百
万

円
（
同
比
＋
二
〇
四
百
万
円
）
と
概
ね

計
画
通
り
の
着
地
と
な
り
ま
し
た
が
、

今
後
も
よ
り
一
層
の
効
率
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
は
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
運
営
体
制
の

協
議
等
を
進
め
、
よ
り
一
層
経
営
の
効

率
性
を
高
め
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
漁
業

者
・
会
員
の
皆
様
へ
の
金
融
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
貯
蓄
推
進
業
務
】

年
二
回
の
貯
蓄
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
中

心
に
貯
蓄
推
進
活
動
を
展
開
し
、
年
度

末
残
高
七
、三
六
一
億
円
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
下
期
貯
蓄
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
は
寄
付
金
型
定
期
貯
金
を
販

売
し
、
お
預
か
り
し
た
定
期
貯
金
残
高

の
〇
・
〇
二
％
相
当
額
を
（
公
財
）
漁

船
海
難
遺
児
育
英
会
へ
寄
付
い
た
し
ま

し
た
。

【
貸
出
業
務
】

浜
に
出
向
く
体
制
と
し
て
、
役
職
員

一
体
と
な
っ
て
利
用
者
へ
の
訪
問
活
動

を
積
極
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
会

員
漁
協
や
大
規
模
漁
業
者
へ
の
大
口
資

金
需
要
へ
の
対
応
や
生
活
ロ
ー
ン
の
統

一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
等
に
取
組
む
こ

と
で
、
年
度
末
残
高
一
、四
二
〇
億
円

の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

新
潟
支
店

合成洗剤追放運動を地域ぐるみで実行しよう
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日
本
漁
船
保
険
組
合
新
潟
県
支
所
の

事
業
実
績
等
報
告
会
が
六
月
二
十
四
日

に
新
潟
県
水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

◎
事
業
の
概
要

令
和
六
年
度
は
、
国
際
情
勢
の
不
安

定
化
や
物
価
の
上
昇
、
燃
油
価
格
の
高

騰
な
ど
引
き
続
き
厳
し
い
環
境
が
続
い

て
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
は
漁
業
経
営

に
も
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
一
方

で
、
観
光
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
回

復
が
進
む
な
ど
、
水
産
業
に
も
追
い
風

と
な
る
明
る
い
兆
し
も
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
漁
船
保
険
は
引

き
続
き
漁
家
経
営
に
対
し
支
援
の
役
割

を
果
た
せ
る
よ
う
、
令
和
七
年
度
も
特

別
準
備
金
を
活
用
し
て
各
種
支
援
事
業

を
継
続
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
保
険
事
業

一
、
普
通
保
険

普
通
保
険
の
加
入
隻
数
は
二
、二
二

七
隻
で
前
年
比
七
二
隻
減
、
保
険
金
額

は
一
二
一
・
二
億
円
で
八
・
五
億
円
の

減
、
純
保
険
料
は
約
一
・
四
五
億
円
で

五
九
四
万
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

要
因
は
主
に
廃
業
や
休
業
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
支
払
保
険
金
に
つ

い
て
、
件
数
は
二
九
八
件
で
前
年
比
二

六
件
の
減
少
で
し
た
が
、
大
型
船
の
全

損
事
故
等
に
よ
り
、
支
払
額
は
約
六
・

五
七
億
円
と
大
幅
増
（
約
二
四
五
％

増
）、
損
害
率
は
四
五
四
％
と
な
り
、

保
険
勘
定
で
損
失
が
発
生
し
ま
し
た
。

二
、
漁
船
船
主
責
任
保
険
（
基
本
損
害
）

漁
船
船
主
責
任
保
険
（
基
本
損
害
）

の
加
入
隻
数
も
二
、二
二
七
隻
で
同
数
、

保
険
金
額
は
約
四
、四
八
三
億
円
（
前

年
比
一
一
・
八
億
円
の
微
増
）、
一
隻

当
た
り
の
平
均
は
約
二
億
円
で
、
全
国

平
均
の
約
六
・
七
億
円
と
の
差
は
依
然

大
き
く
、
引
き
続
き
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
の

推
進
に
努
め
ま
す
。

◎
特
別
準
備
金
活
用
事
業

一
、
事
故
防
止
対
策
事
業

①	

無
事
戻
事
業
：
令
和
二
年
度
～
令

和
四
年
度
の
保
険
期
間
中
に
無
事

故
だ
っ
た
漁
船
へ
の
無
事
戻
し
金

の
支
払
い
。

②	

啓
発
普
及
：
漁
船
保
険
帽
子
・
衝

突
予
防
旗
を
配
布
し
、
県
内
二
地

区
で
事
故
防
止
講
習
会
を
開
催
。

③	

整
備
点
検
：
佐
渡
地
区
の
九
七
隻

を
対
象
に
整
備
点
検
を
実
施
、
費

用
全
額
支
給
。

④	

Ａ
Ｉ
Ｓ
助
成
：
Ａ
Ｉ
Ｓ
搭
載
3２
隻

へ
保
険
料
の
一
部
を
助
成
。

二
、
普
及
宣
伝
事
業

新
潟
市
お
よ
び
佐
渡
市
で
の
漁
協
担

当
者
研
修
会
の
開
催
、
継
続
加
入
者
へ

の
標
語
入
り
タ
オ
ル
の
配
布
。

◎
令
和
七
年
度
事
業
計
画

普
通
保
険
の
引
受
目
標
は
二
、一
六

〇
隻
、
保
険
金
額
一
一
七
・
八
億
円

（
前
年
比
約
三
％
減
）。
本
年
度
も
自
然

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
未
加
入
船
へ
の

加
入
促
進
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
と
と
も
に
、
前
年
度
同
様
、
事
故

防
止
や
設
備
支
援
な
ど
を
通
じ
て
漁
業

者
の
安
全
と
経
営
の
安
定
を
支
え
る
と

と
も
に
、
本
制
度
の
使
命
を
果
た
し
、

漁
業
の
持
続
的
発
展
に
貢
献
で
き
る
よ

う
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続

き
、
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
漁
船
保
険
組
合　
新
潟
県
支
所
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全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会
新
潟
支
所

の
事
業
報
告
会
が
、
六
月
二
十
四
日
に

水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
組
織
で
は
、
令
和
六
年
度
第
一

回
理
事
会
で
、
組
織
再
編
に
つ
い
て

「
ブ
ロ
ッ
ク
統
合
を
基
本
と
し
て
支
所

統
合
を
図
る
が
、
単
独
支
所
で
の
運
営

も
認
め
る
」
を
決
議
し
、
統
合
の
方
向

性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
支
所
は
、

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
の
富
山
、
石
川
、
福
井

の
各
支
所
と
連
携
し
、
支
所
統
合
に
係

る
課
題
等
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

令
和
六
年
度
の
国
内
経
済
は
、
マ
イ

ナ
ス
金
利
の
終
了
、
春
闘
の
高
い
賃
上

げ
等
か
ら
消
費
の
本
格
的
な
回
復
が
期

待
さ
れ
ま
し
た
が
、
円
安
等
に
よ
っ
て

物
価
が
高
騰
し
、
盛
り
上
が
り
を
欠
い

た
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
国
外

で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
東
情
勢
に

加
え
て
ア
メ
リ
カ
の
政
権
交
代
に
伴
う

政
策
転
換
に
よ
っ
て
、
先
行
き
不
透
明

な
情
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。

国
内
水
産
業
で
は
、
産
地
市
場
の
魚

価
が
、
高
値
で
あ
っ
た
令
和
五
年
並
み

で
推
移
し
ま
し
た
が
、
燃
油
や
漁
業
資

材
の
高
騰
、
景
気
回
復
に
伴
う
諸
費
用

の
増
加
等
に
よ
っ
て
、
漁
業
環
境
は
厳

し
い
状
態
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、
海

水
温
の
上
昇
に
よ
っ
て
、
魚
種
や
漁

場
、
漁
期
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
、
こ

れ
ら
に
対
応
し
た
取
り
組
み
が
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
県
水
産
業
で
は
、
資
源
の
減
少
、

後
継
者
･
担
い
手
不
足
等
の
課
題
は
あ

る
も
の
の
、
魚
価
に
つ
い
て
比
較
的
高

値
で
推
移
し
ま
し
た
。
漁
獲
で
は
サ
ワ

ラ
釣
り
が
豊
漁
で
し
た
が
、
ス
ル
メ
イ

カ
、
秋
サ
ケ
、
寒
ブ
リ
が
前
年
に
続
い

て
不
漁
に
な
っ
た
こ
と
、
養
殖
カ
キ
の

食
害
被
害
、
海
水
温
の
上
昇
に
伴
う
北

方
系
魚
種
の
減
少
等
に
よ
り
、
こ
れ
ら

を
対
象
と
し
て
い
る
漁
業
関
係
者
に

と
っ
て
厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

ま
た
、
上
越
地
区
で
は
、
能
登
半
島
地

震
に
よ
っ
て
、
一
部
漁
場
が
崩
落
し
、

漁
獲
量
の
減
少
等
の
影
響
が
あ
り
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
中
で
、
新
潟
支
所
で

は
、
漁
業
者
に
寄
り
添
っ
た
経
営
支
援

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
後
継
者
や
新

規
就
業
者
、
加
え
て
経
営
改
善
や
海
洋

環
境
の
変
化
に
応
じ
た
取
組
等
に
つ
い

て
も
金
融
機
関
と
協
力
し
て
積
極
的
に

支
援
し
、
本
県
水
産
業
の
振
興
に
寄
与

し
て
ま
い
り
ま
す
。

事
業
概
要

令
和
六
年
度
は
、
漁
船
リ
ー
ス
事
業

は
〇
件
（
前
年
度
四
件
）
で
あ
っ
た
も

の
の
、
一
千
万
円
以
上
の
保
証
契
約
が

十
件
（
前
年
度
四
件
）
あ
り
、
ま
た
、

保
証
件
数
が
九
十
二
件
と
平
成
十
七
年

以
降
で
最
多
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
保

証
額
は
前
年
度
よ
り
四
千
六
百
十
八
万

円
増
加
し
て
、
四
億
九
百
二
十
九
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
年
度
末

の
保
証
残
高
は
十
九
億
七
千
四
百
十
九

万
円
と
な
り
、
前
年
度
を
八
千
二
百
九

十
五
万
円
上
回
る
と
と
も
に
平
成
年
代

以
降
で
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
。

保
証
料
収
入
は
前
年
度
よ
り
二
十
六

万
円
増
加
し
て
千
三
百
四
十
九
万
円
と

な
り
、
有
価
証
券
の
運
用
益
収
入
は
前

年
度
よ
り
八
十
万
円
増
加
し
千
四
百
八

十
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

求
償
権
は
、
計
画
の
二
倍
以
上
と
な

る
三
百
九
十
六
万
円
を
回
収
し
、
年
度

末
の
求
償
権
残
高
は
千
九
百
四
十
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

費
用
面
で
は
、
職
員
の
定
年
退
職
に

備
え
て
新
規
職
員
を
十
月
に
採
用
し
た

こ
と
や
施
設
費
の
増
加
に
よ
っ
て
、
事

業
管
理
費
が
前
年
度
よ
り
百
九
十
二
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
経
常

利
益
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
当
期
損
失

金
が
百
七
十
七
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

新
潟
支
所
の
組
織
体
制

令
和
七
年
度
の
運
営
委
員
は
、
新
潟

県
と
新
潟
市
の
人
事
異
動
に
伴
い
、
理

事
長
か
ら
六
月
一
日
付
で
二
名
が
後
任

委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

の
運
営
委
員
、
執
行
役
員
の
任
期
は
令

和
八
年
六
月
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

《
運
営
委
員
会
》

運
営
委
員
長　

寺
尾　

和
弥

運
営
委
員　
　

本
間　

智
晴（
新
任
）

　

〃　
　
　

小
林　

友
衛（
新
任
）

　

〃　
　
　

末
武　

嗣
朗

　

〃　
　
　

樋
口　

雄
一

　

〃　
　
　

富
樫　
　

聰

　

〃　
　
　

本
間　
　

勉

　

〃　
　
　

大
門　

燈
一

《
職
員
》

執
行
役
員　
　

安
澤　
　

弥

課　
　

長　
　

一
箭　

義
貴（
昇
任
）

主　
　

事　
　

高
橋　

亜
子

全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会　
新
潟
支
所

気象聞いたか、備えはよいか
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六
月
二
十
四
日
、
水
産
会
館
に
お
い

て
、
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
上

越
市
漁
協
の
仲
田
組
合
長
が
議
長
と
な

り
議
事
が
進
め
ら
れ
、
全
議
案
が
提
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中

で
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
も

承
認
さ
れ
、
次
の
役
員
体
制
と
な
り
ま

し
た
。

会
長
理
事　

寺
尾　

和
弥（
漁
連
会
長
）

専
務
理
事　

藤
田　

利
昭（
員　
　

外
）

理
事（
新
）　

本
間　

智
晴（
新
潟
県
）

〃　
　
　

小
川　

良
和（
村
上
市
）

〃　
　
　

星
野　

剛
正（
糸
魚
川
市
）

〃　
　
　

末
武　

嗣
朗（
佐
渡
市
）

〃　
　
　

内
藤　

良
治（
出
雲
崎
町
）

〃　
　
　

葛
西　

澄
人（
大
倉
漁
業
）

〃　
　
　

磯
谷　

光
一（
上
越
漁
協
）

〃　
　
　

土
屋　

貞
男（
新
潟
漁
協
）

〃　
　
　

水
野　

信
明（
姫
津
漁
協
）

〃　
　
　

村
山　

賢
二（
内
漁
連
）

〃　
　
　

皆
川　

雄
二（
魚
沼
漁
協
）

〃　
　
　

丸
山
チ
カ
子（
県
女
性
連
）

監
事（
新
）　

小
林　

友
衛（
新
潟
市
）

〃　
　
　

小
池　

正
容（
内
浦
漁
協
）

〃　
　
　

佐
藤　

克
雄（
三
面
川
漁
協
）

◇
事
業
概
要
と
決
算

当
協
会
の
業
務
は
、「
栽
培
漁
業
の

推
進
」、「
漁
港
漁
場
整
備
の
促
進
」、

そ
し
て
「
水
産
振
興
基
金
の
運
用
益
を

活
用
し
た
助
成
事
業
」
の
三
つ
の
柱
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

栽
培
漁
業
で
は
、
令
和
六
年
度
も
ヒ

ラ
メ
、
ア
ユ
の
種
苗
生
産
・
配
布
・
放

流
、
ア
ワ
ビ
、
サ
ザ
エ
、
ク
ル
マ
エ
ビ

種
苗
の
斡
旋
・
放
流
を
行
い
ま
し
た
。

ヒ
ラ
メ
に
つ
い
て
は
、
村
上
事
業
所

で
生
産
し
た
全
長
四
〇
～
八
〇
㎜
以
上

の
種
苗
二
〇
万
尾
を
県
内
の
漁
協
等
に

配
布
・
放
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
北
海

道
か
ら
富
山
県
ま
で
の
広
域
資
源
造
成

支
援
事
業
を
受
託
し
、
背
ビ
レ
カ
ッ
ト

し
た
ヒ
ラ
メ
を
含
む
三
万
尾
の
種
苗
を

放
流
し
ま
し
た
。

ア
ユ
に
つ
い
て
は
、
内
水
面
の
関
係

漁
協
に
中
間
育
成
用
の
種
苗
一
二
五
万

尾
を
出
荷
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
ア
ワ
ビ
種
苗
二
六
万
個
、

サ
ザ
エ
種
苗
八
万
個
、
ク
ル
マ
エ
ビ
種

苗
一
一
万
尾
を
県
外
か
ら
購
入
し
、
漁

業
関
係
者
に
配
付
し
て
い
ま
す
。

漁
港
漁
場
整
備
に
関
し
ま
し
て
は
、

山
形
県
で
開
催
さ
れ
た
北
日
本
地
区
漁

港
漁
場
協
議
会
に
関
係
者
四
名
で
出
席

し
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
全
国
漁
港
漁

場
大
会
集
会
に
は
三
名
で
出
席
い
た
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
十
一
月
に
は
漁

港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸
整
備
の
促
進

に
関
す
る
提
言
を
国
へ
要
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
他
に
、
県
内
各
地
で
、
漁
港
や

漁
場
そ
し
て
海
岸
の
清
掃
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
団
体
を
支
援
す
る
事
業
も

引
き
続
き
行
い
ま
し
た
。

基
金
の
運
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
不

安
定
な
金
融
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
円
安
が
継
続
し
た
こ
と
、
高
利

回
り
の
商
品
を
購
入
し
た
こ
と
に
よ
り

収
益
が
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
運
用

益
は
昨
年
よ
り
千
百
万
円
多
い
、
六
千

四
百
万
円
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
米
国
の
高
関
税
政
策
な
ど
に
よ
り

今
後
も
厳
し
い
経
済
状
況
が
続
く
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
用
益
を
活
用
し
た
助
成
事
業

に
関
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

漁
協
指
導
、
魚
食
普
及
の
推
進
、
漁
場

環
境
の
保
全
や
漁
業
後
継
者
育
成
に
携

る
団
体
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
取
り
組
む
団

体
に
助
成
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
加

え
、
例
年
ど
お
り
、
サ
ク
ラ
マ
ス
資
源

の
増
殖
活
動
に
対
す
る
助
成
事
業
も
実

施
し
ま
し
た
。

以
上
の
取
組
み
を
実
施
す
る
中
で
、

令
和
六
年
度
の
決
算
は
、
経
費
の
節

減
、
基
金
の
運
用
が
順
調
だ
っ
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
栽
培
漁
業
に
か
か
る
電
気

料
金
を
は
じ
め
と
し
た
物
価
高
騰
な
ど

に
よ
り
経
費
が
増
大
し
た
も
の
の
、
昨

年
に
引
き
続
き
、
経
常
収
支
は
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

令
和
七
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
不

透
明
な
経
済
情
勢
の
中
で
収
支
予
算
の

見
込
み
が
た
ち
に
く
い
状
況
で
す
が
、

六
年
度
と
同
様
の
事
業
に
助
成
す
る
計

画
で
す
。
水
産
業
界
全
体
が
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
が
、
明
る
い
兆
し
も
見

え
る
中
、
本
協
会
の
使
命
で
あ
る
本
県

水
産
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
よ
う
効
率

的
な
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

（
公
社
）新
潟
県
水
産
振
興
協
会

競争から共存共栄へ
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全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合　

新
潟
県

事
務
所
の
実
績
等
報
告
会
は
、
去
る
六

月
二
十
四
日
、「
新
潟
県
水
産
会
館
」

大
会
議
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
事
業
概
況
）

「
ぎ
ょ
さ
い
」
と
「
積
立
ぷ
ら
す
」

は
漁
業
者
に
十
分
認
知
さ
れ
て
き
て
お

り
ま
す
が
、
よ
り
一
層
の
定
着
を
期

し
、
普
及
推
進
を
展
開
し
ま
し
た
。
令

和
六
年
度
に
お
い
て
は
、
国
・
地
方
自

治
体
・
漁
協
系
統
団
体
と
の
連
携
を
更

に
強
化
し
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
積
極

的
な
普
及
推
進
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
漁
業
共
済
の
契
約
実
績

は
共
済
金
額
で
約
五
十
五
億
二
千
万
円

（
前
年
対
比
九
十
九
％　

三
千
一
百
万

円
の
減
少
）
と
な
り
ま
し
た
。
小
型
合

併
漁
業
や
底
曳
漁
業
の
休
廃
業
や
主
力

魚
種
の
不
振
か
ら
く
る
自
然
減
の
影
響

が
あ
る
な
か
、
ま
き
網
漁
業
で
の
自
然

増
や
さ
け
ま
す
養
殖
で
尾
数
増
加
が
あ

り
ま
し
た
が
、
伸
び
悩
む
厳
し
い
年
度

と
な
り
ま
し
た
。
積
立
ぷ
ら
す
の
引
受

実
績
は
、
漁
業
者
積
立
額
約
四
億
八
千

三
百
万
円
（
前
年
対
比
一
〇
二
％
）
で

約
一
千
一
百
万
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
大
変
な
年

度
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
漁
業
者
の
皆

様
の
ご
理
解
と
関
係
各
位
の
ご
支
援
並

び
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
支
払
い
の
状
況
は
、
漁
業
共

済
全
体
で
約
一
億
七
千
七
百
万
円
（
前

年
対
比
九
十
二
％　

約
一
千
六
百
万
円

の
減
少
）
と
減
少
傾
向
と
な
り
ま
し

た
。
漁
獲
共
済
の
支
払
い
で
は
、
百
ト

ン
以
上
の
か
に
か
ご
漁
業
で
単
価
下
落

に
よ
る
支
払
、
い
か
つ
り
及
び
定
置
漁

業
で
は
主
力
魚
種
で
あ
る
イ
カ
・
ブ

リ
・
サ
ケ
の
不
振
が
続
い
て
お
り
依
然

と
し
て
支
払
額
が
高
止
ま
り
し
て
い
る

状
況
と
な
り
ま
し
た
。
積
立
ぷ
ら
す
の

払
戻
は
、
払
戻
額
約
十
三
億
五
千
三
百

万
円
（
前
年
対
比
一
二
七
％
）
と
な
り

漁
業
共
済
と
積
立
ぷ
ら
す
の
支
払
い
を

合
わ
せ
る
と
十
五
億
三
千
万
円
と
大
き

な
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
制
度
の
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、

漁
業
経
営
に
し
っ
か
り
と
貢
献
で
き
た

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
主

力
魚
種
の
不
漁
や
異
常
気
象
の
影
響
な

ど
安
心
で
き
な
い
状
況
は
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
少
し
で
も
漁
業
経
営
の
助
け

と
な
れ
る
よ
う
、
よ
り
良
い
制
度
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
こ
れ
か
ら
も
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

（
基
本
方
針
）

我
が
国
の
漁
業
は
、
漁
業
就
業
者
の

高
齢
化
と
減
少
、
頻
発
す
る
自
然
災

害
、
外
国
漁
船
の
違
法
操
業
、
海
洋
環

境
の
変
化
等
に
よ
る
さ
ん
ま
、
い
か
、

さ
け
な
ど
の
主
要
魚
種
の
資
源
減
少
、

燃
油
・
飼
料
価
格
の
高
騰
な
ど
、
多
く

の
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
昨
年

は
、
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
災
害
、
令
和

六
年
一
月
一
日
の
能
登
半
島
地
震
被
害

に
よ
る
操
業
制
限
が
依
然
と
し
て
続
く

な
ど
、
漁
業
経
営
や
漁
協
・
漁
村
は
依

然
と
し
て
不
安
定
な
状
態
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の

海
洋
放
出
に
伴
う
中
国
等
に
よ
る
水
産

物
の
輸
入
制
限
措
置
に
つ
い
て
は
、
基

準
に
合
致
し
た
日
本
水
産
物
の
輸
入
を

再
開
さ
せ
る
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
時

期
等
、
依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
に

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
漁
業
環
境
を
踏

ま
え
、
国
は
漁
業
経
営
を
支
え
る
「
漁

業
収
入
安
定
対
策
事
業
（
積
立
ぷ
ら

す
・
掛
金
追
加
補
助
）」
に
対
し
て
前

年
度
の
四
百
二
十
七
億
円
に
続
き
、
令

和
六
年
度
補
正
予
算
と
令
和
七
年
度
予

算
で
計
三
百
八
十
五
億
円
を
確
保
し
、

基
金
の
積
み
増
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

国
は
水
産
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
、

漁
業
に
お
い
て
は
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
魚
種
の
拡

大
や
Ｉ
Ｑ
管
理
の
導
入
を
図
る
と
同
時

に
、
複
数
の
漁
法
等
に
よ
る
複
合
的
な

漁
業
へ
の
転
換
を
含
む
漁
船
漁
業
の
構

造
改
革
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、「
ぎ
ょ

さ
い
」
と
「
積
立
ぷ
ら
す
」
に
つ
い
て

も
、
制
度
の
持
続
的
か
つ
安
定
的
な
運

営
の
確
保
と
漁
業
を
取
り
巻
く
状
況
の

変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
水
産
基
本

計
画
等
に
基
づ
い
た
制
度
見
直
し
が
進

め
ら
れ
、「
ぎ
ょ
さ
い
」
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
中
の
漁
災
法
改
正
の
実
現
と
こ

の
改
正
に
併
せ
た
運
用
等
の
見
直
し
の

協
議
を
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
一

方
、「
積
立
ぷ
ら
す
」
に
つ
い
て
は
、

「
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
下
止
め
特
例
」
が
今

年
度
か
ら
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
、
そ
の

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

�

新
潟
県
事
務
所

漁場環境の保全と豊かな漁村づくりを推進しよう
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発泡スチロール容器の特徴
水産物用製品
・鮮魚用発泡スチロール容器

・活けす函・マグロ保冷輸送箱

・塩干物用発泡スチロール容器

主な取り扱い製品

加工食品用製品
・加工食品用発泡スチロール容器

・お土産用発泡スチロール容器

農産物用製品

保冷･保温､保護効果､軽量､防水､成型が容易､省資源の6つの
特徴が有ります｡発泡スチロールはリサイクル特性に優れ、
生産から再利用までのプロセスでエネルギー消費も
少ない持続的発展が可能な循環型社会に適応した素材です。

・各種包装資材 ・漁業フロート

・青果用発泡スチロール容器

・アスパラガス用発泡スチロール容器
・水耕栽培定植パネル

・イチゴ高設栽培ベッド

その他製品

TEL (025)278-7376 ・ FAX (025) 278-7393

 新潟営業所
新 潟 営 業 所 〒950-0078 新潟市中央区万代島1番8号(北冷ﾓｰﾙﾄﾞ株式会社内)

福岡・長崎・鹿児島

本    社 〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内1丁目17番19号   ｷﾘｯｸｽ丸の内ﾋﾞﾙ3階

TEL (052)221-5411(代) FAX (052)221-6933

(営 業 所) 道央・道南・道北・道東・青森・宮城第一・宮城第二・関東・銚子

東京・神奈川・静岡・四国・名古屋・大阪・北陸・三重・広島

見
直
し
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

（
事
業
計
画
）

引
き
続
き
、
普
及
推
進
を
展
開
す
る

も
の
と
し
、
本
年
度
加
入
計
画
「
ぎ
ょ

さ
い
」
で
共
済
金
額　

五
十
八
億
六
千

万
円
、「
積
立
ぷ
ら
す
」
で
漁
業
者
積

立
額　

四
億
八
千
三
百
万
円
を
設
定

し
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

今
後
も
、
厳
し
い
漁
業
環
境
が
続
く

と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
ぎ
ょ
さ
い
」
と

「
積
立
ぷ
ら
す
」
の
果
た
す
役
割
へ
の

漁
業
関
係
者
の
期
待
は
引
き
続
き
非
常

に
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
漁
業
経
営

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
機

能
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
国
、

地
方
自
治
体
、
漁
協
系
統
、
漁
業
者
団

体
と
の
連
携
を
図
り
、
よ
り
一
層
浸

透
・
定
着
さ
せ
、
漁
業
経
営
の
安
定
に

貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う
運
営
委
員

の
改
選
が
行
わ
れ
、
運
営
委
員
長
に
は

土
屋
貞
男
氏
が
選
任
さ
れ
、
副
運
営
委

員
長
に
は
津
畑
和
義
氏
が
再
選
さ
れ
ま

し
た
。

運
営
委
員
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。

運
営
委
員
長　

土
屋　

貞
男（
県
漁
連
）

副
運
営
委
員
長　

津
畑　

和
義

	

（
新
潟
漁
協　

柏
崎
支
所
）

運
営
委
員　
　

磯
谷　

光
一（
信
漁
連
）

運
営
委
員　
　

小
池　

正
容

	

（
内
浦
漁
協
）

運
営
委
員　
　

本
間　

信
俊

	

（
内
海
府
漁
協
）

運
営
委
員　
　

脇
坂　

三
重
城

	

（
新
潟
漁
協　

岩
船
港
支
所
）

運
営
委
員　
　

青
木　

仁
夫

	

（
寺
泊
漁
協
）

運
営
委
員　
　

高
野　

正
敏

	

（
水
津
漁
協
）

運
営
委
員　
　

大
門　

燈
一

	

（
上
越
市
漁
協　

名
立
支
所
）
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去
る
六
月
二
十
四
日
、
水
産
会
館
大

会
議
室
に
お
い
て
新
潟
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推

進
本
部
第
二
十
九
回
定
例
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
入
る
前
に
「
令
和
七
年
度
Ｊ

Ｆ
共
済
優
績
組
合
」（
内
海
府
・
上

越
・
寺
泊
漁
協
）
が
選
考
・
決
定
さ
れ

た
事
を
説
明
報
告
致
し
ま
し
た
。

来
賓
と
し
て
、
共
水
連
北
陸
事
業
本

部
菅
原
本
部
長
の
臨
席
を
得
、
寺
尾
会

長
が
議
長
と
な
り
議
事
に
入
り
ま
し

た
。第

一
号
議
案
の
令
和
六
年
度
活
動
報

告
の
承
認
の
件
に
つ
い
て
は
、
長
期
共

済
新
規
保
障
金
額
目
標
三
十
五
億
二
千

三
百
万
円
に
対
し
二
十
九
億
二
千
七
百

万
円
。
普
通
厚
生
共
済
は
目
標
達
成
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
活
総
合

共
済
は
、
目
標
達
成
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
保
有
は
減
少
す
る
も
三
千
七

百
七
十
件
、
二
百
七
十
二
億
三
千
四
百

三
十
万
円
を
確
保
し
ま
し
た
。
本
年
度

は
、「
浜
の
笑
顔
を
共
済
と
と
も
に
」

Ｊ
Ｆ
共
済
三
か
年
計
画
の
初
年
度
と
し

て
、「
浜
の
安
心
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
を

基
軸
と
し
た
普
及
啓
蒙
活
動
を
展
開

し
、
特
に
既
契
約
者
に
対
す
る
保
障

（
補
償
）
内
容
確
認
及
び
契
約
内
容
の

適
正
化
に
力
点
を
置
き
、
制
度
利
用
者

の
満
足
度
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
、「
月
次
数
量
・
行
動
計
画
管

理
」
を
徹
底
す
る
こ
と
で
事
業
量
目
標

の
達
成
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
実
施

し
Ｊ
Ｆ
の
共
済
事
業
収
入
の
拡
大
を
目

指
し
、「
組
合
員
と
地
域
住
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
」
こ
と
を
理
念
に
掲

げ
、
最
後
ま
で
組
合
と
推
進
本
部
が
一

体
と
な
っ
た
推
進
活
動
に
懸
命
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
短
期
共
済
目
標
額
四
百

十
二
億
円
に
対
し
、
三
百
九
十
三
億
六

千
三
百
八
万
円
と
達
成
率
は
九
十

三
％
、
前
年
比
九
十
九
％
で
推
移
し
ま

し
た
。
支
払
い
共
済
金
に
つ
い
て
は
、

事
故
に
よ
る
支
払
及
び
満
期
共
済
金
、

ね
ん
き
ん
の
支
給
額
を
合
わ
せ
る
と
六

億
九
百
三
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
長

期
・
短
期
共
済
払
込
掛
金
合
計
は
五
億

五
千
二
百
三
十
二
万
円
で
あ
り
、
そ
の

事
業
に
対
す
る
漁
協
へ
の
付
加
収
入
三

千
百
七
万
円
を
交
付
い
た
し
ま
し
た
。

第
二
号
議
案
の
令
和
七
年
度
活
動
方

針
及
び
事
業
量
目
標
の
設
定
の
件
は
、

Ｊ
Ｆ
共
済
三
か
年
計
画
の
最
終
年
度
と

な
り
、
引
き
続
き
、
原
点
に
立
ち
返
り

共
済
理
念
の
実
現
を
目
指
し
、
組
合
の

普
及
啓
蒙
活
動
を
強
力
に
支
援
し
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
全
国
・
付
加
収
入
増

率
奨
励
～
「
組
合
員
の
た
め
」
が
「
組

合
の
た
め
に
」
～
を
実
施
す
る
こ
と

で
、
共
済
事
業
収
入
の
維
持
・
拡
大
を

は
か
り
安
定
し
た
組
合
事
業
運
営
の
一

助
と
な
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。
具
体
的

取
り
組
み
と
し
て
は
、「
浜
の
あ
ん
し

ん
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
の
定
着
化
を
は
か

り
、
あ
わ
せ
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

「
月
次
数
量
・
行
動
計
画
管
理
の
徹
底
」

を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
で
事
業
量
目

標
の
達
成
、
さ
ら
に
は
継
続
的
な
事
業

基
盤
の
確
立
に
寄
与
す
る
こ
と
で
、
Ｊ

Ｆ
共
済
事
業
の
健
全
性
・
信
頼
性
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。
加
え
て
、
近
年
海

難
事
故
が
多
発
し
た
教
訓
か
ら
、
協
同

組
合
運
動
に
根
ざ
し
た
「
全
漁
業
者
へ

の
保
障
提
供
の
実
現
」
に
向
け
た
普
及

推
進
活
動
を
Ｊ
Ｆ
と
推
進
本
部
が
一
体

と
な
っ
て
、
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
す
。

第
三
号
議
案
の
推
進
本
部
運
営
委
員

の
選
任
の
件
に
つ
い
て
は
、
運
営
委
員

の
任
期
満
了
に
伴
い
各
地
区
推
薦
委
員

よ
り
ご
選
任
い
た
だ
い
た
新
た
な
運
営

委
員
を
お
諮
り
い
た
し
ま
し
た
。

各
議
案
を
ご
審
議
頂
き
事
前
に
提
出

さ
れ
た
書
面
議
決
書
に
よ
る
賛
成
を
合

わ
せ
全
て
承
認
決
定
さ
れ
、
定
例
総
会

は
閉
会
致
し
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
互
選
会
議

に
よ
り
次
の
通
り
正
副
会
長
が
選
任
さ

れ
、
暮
ら
し
の
保
障
の
充
実
に
万
全
を

期
す
べ
く
積
極
的
に
普
及
活
動
に
取
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

会　
　

長　
　

土
屋　

貞
男

副
会
長　
　

津
畑　

和
義

運
営
委
員　
　

青
木　

仁
夫（
新
任
）

　

同　
　
　

磯
谷　

光
一

　

同　
　
　

小
池　

正
容

　

同　
　
　

大
門　

燈
一

　

同　
　
　

高
野　

正
敏（
新
任
）

　

同　
　
　

本
間　

信
俊（
新
任
）

　

同　
　
　

脇
坂　

三
重
城

新
潟
県
Ｊ
Ｆ
共
済
推
進
本
部

みんなで築こう浜の信頼　漁協合併！
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令
和
七
年
度
新
潟
県
漁
業
士
会
の
通

常
総
会
が
四
月
十
二
日
（
土
）
新
潟
県

水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
見
会
長
の
挨
拶
後
、
議
長
に
水
津

漁
協
所
属
の
佐
藤
伸
幸
漁
業
士
が
選
任

さ
れ
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
「
令
和
六
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、
第
二

号
議
案
「
令
和
七
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
」、
第
三

号
議
案
「
新
潟
県
漁
業
士
会
規
約
の
改

正
に
つ
い
て
」
審
議
が
さ
れ
全
議
案
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
の
活
動
実
績
と
し
て
、

ス
ー
パ
ー
で
の
水
産
物
販
売
Ｐ
Ｒ
イ
ベ

ン
ト
、
日
本
会
ブ
ロ
ッ
ク
漁
業
士
研
修

会
（
京
都
府
開
催
）
参
加
、
新
潟
県
青

壮
年
・
女
性
漁
業
者
交
流
大
会
で
の
活

動
報
告
や
三
士
会
交
流
会
担
当
幹
事
と

し
て
、
錦
鯉
を
テ
ー
マ
に
小
千
谷
市
の

大
日
養
鯉
場
や
錦
鯉
の
里
施
設
を
見
学

後
、
講
師
を
招
き
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ
い
た
農
業
士

会
、
林
業
士
会
の
方
々
は
興
味
関
心
を

示
し
て
お
り
ま
し
た
。

議
案
の
終
了
後
、
研
修
会
と
し
て
、

有
限
責
任
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
様
を
講

師
と
し
て
招
き
『
変
化
に
い
か
に
対
応

す
る
か
』
と
題
し
て
研
修
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
か

ら
人
材
育
成
そ
し
て
経
営
体
の
強
化
の

流
れ
で
話
が
あ
り
、「
命
」
と
「
海
」

を
守
る
と
い
う
重
要
な
責
務
は
信
頼
関

係
の
下
に
成
立
し
て
お
り
信
頼
性
関
係

を
高
め
る
た
め
に
安
心
し
て
働
け
る
環

境
づ
く
り
や
時
流
に
沿
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
と
安
心
し
て
働
け

る
環
境
と
な
り
互
い
の
信
頼
関
係
が
高

ま
り
互
い
の
助
け
合
い
が
促
進
さ
れ
る

と
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

新
潟
県
小
型
い
か
釣
漁
業
協
議
会
の

通
常
総
会
が
四
月
十
二
日
（
土
）
新
潟

県
水
産
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案
「
令
和
六
年
度
事
業
報

告
及
び
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、
第
二

号
議
案
「
令
和
七
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
決
算
に
つ
い
て
」
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
七
年
度
漁
期
に
お
け
る

「
新
潟
県
沖
合
の
操
業
取
り
決
め
事
項
」

及
び
石
川
県
か
ら
山
形
県
の
四
県
に
よ

る
「
操
業
自
主
規
制
に
関
す
る
同
意

書
」
は
資
源
保
護
や
魚
価
の
安
定
並
び

に
操
業
秩
序
の
確
立
等
を
目
的
と
し
て

四
県
合
同
会
議
に
て
決
定
し
て
お
り
ま

す
。
本
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
能
登

半
島
地
震
の
影
響
を
鑑
み
書
面
議
決
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
で
の
ス
ル
メ
イ
カ
の
資
源
の
状

況
に
つ
い
て
、
昨
年
十
二
月
に
示
さ
れ

た
ス
ル
メ
イ
カ
資
源
評
価
で
は
、
相
当

の
資
源
量
の
減
少
が
示
さ
れ
て
お
り
ま

す
。各

漁
法
別
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
配
分
に
当
た
っ

て
は
、
全
国
い
か
釣
漁
業
協
議
会
、（
一

社
）
全
国
い
か
釣
り
漁
業
協
会
、（
一

社
）
全
国
ま
き
網
漁
業
協
会
及
び
（
一

社
）
全
国
底
曳
網
漁
業
連
合
会
の
四
団

体
で
ス
ル
メ
イ
カ
の
漁
獲
可
能
量
の
う

ち
大
臣
管
理
漁
獲
可
能
量
に
係
る
漁
業

種
類
別
配
分
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
水

産
庁
立
ち
合
い
の
下
で
の
協
議
の
結

果
、
関
係
漁
業
種
類
間
の
共
存
共
栄
が

不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
確
認

書
を
締
結
し
配
分
割
合
が
決
定
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

令
和
七
管
理
年
度
か
ら
令
和
九
管
理

年
度
ま
で
の
漁
獲
可
能
量
の
配
分
に
つ

い
て
は
低
い
水
準
に
あ
り
、
漁
場
形
成

に
も
変
動
が
見
ら
れ
て
お
り
今
後
は
ま

す
ま
す
迅
速
か
つ
正
確
な
資
源
量
の
把

握
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

Ｔ
Ａ
Ｃ
配
分
に
当
た
っ
て
は
、
Ｔ
Ａ

Ｃ
報
告
に
基
づ
く
漁
獲
量
の
実
績
の
割

合
が
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
水
揚

し
た
日
の
翌
月
十
日
ま
で
に
本
会
ま
で

報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

新
潟
県
漁
業
士
会

新
潟
県
小
型
い
か
釣
漁
業
協
議
会

魚のたんぱく質と脂肪は、健康（長寿）の源
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四
月
二
十
二
日
（
火
）
新
潟
漁
協
岩

船
港
支
所
に
お
い
て
、
令
和
七
年
度
の

漁
業
資
源
を
守
る
会
の
第
一
回
役
員
会

が
開
催
さ
れ
、
来
賓
と
し
て
新
潟
県
水

産
課
、
新
潟
県
水
産
海
洋
研
究
所
か
ら

ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。

第
一
号
議
題
「
令
和
六
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
に
つ
い
て
」、
第

二
号
議
題
「
令
和
七
年
度
事
業
計
画

（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
に
つ

い
て
」
第
一
号
議
題
か
ら
第
二
号
議
題

の
全
議
題
に
つ
い
て
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

役
員
会
の
中
で
水
産
海
洋
研
究
所
池

田
研
究
員
よ
り
、
ヒ
ラ
メ
、
カ
レ
イ
類
、

ア
カ
ア
マ
ダ
イ
な
ど
の
主
な
底
魚
類
の

漁
獲
動
向
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
特
に
カ
レ
イ
類
の
資
源
水
準
は
低

位
で
推
移
し
て
お
り
、
傾
向
と
し
て
は

減
少
傾
向
で
あ
る
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
役
員
よ
り
ア
カ
ア
マ
ダ
イ

の
異
常
に
痩
せ
た
個
体
の
多
数
水
揚
げ

が
あ
る
と
の
情
報
提
供
が
あ
り
、
水
揚

が
あ
っ
た
際
に
水
産
海
洋
研
究
所
に
サ

ン
プ
ル
提
供
す
る
こ
と
で
、
原
因
追
及

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
本
会
よ
り
近
年
の
原
油
価
格

の
動
向
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
で

あ
る
Ｊ
Ｆ
大
漁
オ
イ
ル
の
紹
介
を
し
て

役
員
会
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
下
越
地
区
板
曳
漁
業
の
相

互
の
親
睦
及
び
研
鑽
を
図
る
と
と
も
に

自
ら
が
資
源
管
理
型
漁
業
の
促
進
に
寄

与
し
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

漁
業
資
源
を
守
る
会

第
一
回
役
員
会

人 事 往 来
系統団体人事異動

［信漁連］
日　　付 新　所　属 旧　所　属 氏　　名

令和 7年 4月 １日付
本店審査部調査役 本店監査部主任 上 田　貴 利
業務部副主任 業務部 森 藤　祐 輝

［漁船保険］
日　　付 新　所　属 旧　所　属 氏　　名

令和 7年 4月 １日付 支所長 統括部長 金 子　真 吾

［基金協会］
日　　付 新　所　属 旧　所　属 氏　　名

令和 7年 4月 １日付 課長 課長補佐 一 箭　義 貴
令和 6年１0月 １ 日付 主事 新採用 高 橋　亜 子
令和 7年 3月3１日付 定年退職 副所長 斎 藤　真 弓

［共水連］
日　　付 新　所　属 旧　所　属 氏　　名

令和 7年 7月 １日付 新潟支店　次長 石川支店　課長 赤 松　周 一

［合同共済］
日　　付 新　所　属 旧　所　属 氏　　名

令和 7年 7月 １日付 課長代理役 係長役 長 戸　芙 文

羽
吉
浜
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　
　

瀬
浪　

勝
海

就
任
年
月
日

　
　

令
和
七
年
三
月
十
日

年　
　

齢　
　

八
十
二
歳

漁
業
種
類　
　

栽
培
漁
業

新
組
合
長
紹
介

都市、農山村の人々と交流を深め、活気あるよう漁村をつくろう
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人 事 往 来
新潟県水産関係人事異動（令和 7年 4月 1日付）

［水産課］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

課長 参事（水産課長補佐） 本 間　智 晴
参事（水産課長補佐） 内水面水産試験場　養殖課長 唐木沢　秀　之
副参事（水産業革新支援担当） 農業総合研究所食品研究センター　主任研究員 松 原　祐 樹
副参事（調整係長） 調整係長 渡 邉　泰 生
主査（糸魚川駐在所） 水産海洋研究所増殖環境課　主任研究員 濱 岡　秀 樹
団体・企画係　主任 水産海洋研究所海洋課　主任研究員 板 垣　直 樹
資源対策係　主任 水産海洋研究所海洋課　主任研究員 五十嵐　修　吾
資源対策係　主任 水産海洋研究所佐渡水産技術センター　研究員 小 川　雅 史
団体・企画係　技師 内水面水産試験場魚沼支場　研究員 中 川　　 至
調整係　主事（新採用） 安 藤　　 礼
新潟海区漁業調整委員会　主事（新採用） 野 内　賢 也
内水面係　技師（新採用） 井 口　日 永

［漁港課］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

計画建設係　主査 生活衛生課営業・水道係　主査 渡 邊　　 香
計画建設係　主任 水産海洋研究所漁業課　主任研究員 阿 部　峻 太
管理係　主事 税務課　主事 池 田　翔 夢
管理係　主事 柏崎地域振興局地域整備部　主事 城　　　千佳子
計画建設係　技師 十日町地域振興局地域整備部　技師 坂　口　ことみ
管理係　主事（新採用） 津 藤　由 宇

［水産海洋研究所］
新　所　属 旧　所　属 氏　名

総務課長 巻総合高等学校　事務長 堀 井　秀 介
漁業課　専門研究員 水産課　副参事（糸魚川駐在） 景 山　啓 明
増殖環境課　主任研究員 増殖環境課　研究員 大 野　佑 紀
増殖環境課　主任研究員 水産課団体・企画係　技師 片 野　慶 一
海洋課　研究員 水産課資源対策係　技師 渡　邉　鴻志郎
佐渡水産技術センター　研究員 水産課内水面係　技師 夏 川　高 輔

［農業総合研究所食品研究センター］
水産加工食品科　主任研究員 内水面水産試験場　主任研究員 中 尾　令 子

［内水面水産試験場］　
新　所　属 旧　所　属 氏　名

参事（養殖課長） 病理環境課長 的 山　央 人
総務課長 出納管理課　会計調査員 田　辺　ちえり
病理環境課長 水産課　副参事（水産業革新支援担当） 前　　 雄 介
資源課　専門研究員 資源課技術専門幹（退職） 米 山　洋 一
養殖課　主任研究員 水産課団体・企画係　主任 星 野　勧 宏
内水面水産試験場魚沼支場　主任研究員 漁港課　主任 岡 地　恵 介

［佐渡地域振興局　農林水産振興部］　
新　所　属 旧　所　属 氏　名

漁政課長 管財課　財産管理係長 若 山　洋 一

［転出者］　
新　所　属 旧　所　属 氏　名

村上地域振興局健康福祉部　副部長 水産海洋研究所　総務課長 平 岡　丈 明
新潟県立歴史博物館　経営企画課長 内水面水産試験場　総務課長 荒 木　雪 子
がんセンター新潟病院　経営課長 佐渡地域振興局農林水産振興部　漁政課長 青 木　重 晃
上越地域振興局地域整備部都市整備課　主査 計画建設係　主査 小 林　正 男
土木部監理課　主任 管理係　主任 萱 森　　 純
魚沼地域振興局健康福祉部　主事 管理係　主事 野 澤　輝 良
魚沼地域振興局地域整備部　主事 水産課調整係　主事 松 屋　結 子

［退職］　 旧　所　属 氏　名
参事（水産課長） 河 村　智 志
水産課資源対策係　主任 緒 方　悠 香
水産課資源対策係　技師 古 澤　千 春
漁港課　主事 湯 本　　 類
内水面水産試験場　技術員 野 上　泰 宏
水産海洋研究所越路丸　船舶員 佐 藤　秀 一

大切な海、美しく豊かに
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新
潟
県
農
林
水
産
部
水
産
課

�

課
長
　
本
間
　
智
晴

こ
の
た
び
、
四
月
一
日
付
で
県
水
産

課
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
本
間
で
ご

ざ
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
四
年
間
、
水
産
課
に
て
課

長
補
佐
と
し
て
勤
務
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
引
き
続
き
、
水
産
業
の

振
興
と
地
域
の
発
展
に
尽
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

近
年
、
気
候
変
動
の
影
響
等
に
よ
る

海
水
温
の
上
昇
に
よ
り
、
ス
ル
メ
イ
カ

や
サ
ケ
と
い
っ
た
本
県
の
主
要
魚
種
の

不
漁
が
続
い
て
お
り
、
漁
業
者
の
み
な

ら
ず
、
関
連
事
業
者
に
も
大
き
な
影
響

が
及
ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
高
水
温
を
好
む
魚

種
が
北
方
へ
分
布
を
拡
大
す
る
な
ど
の

現
象
も
見
ら
れ
て
お
り
、
皆
様
も
ご
承

知
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

主
要
魚
種
の
不
漁
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
を
中
心
に
資
源
減
少
の
要
因
解

明
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
依
然

と
し
て
決
定
的
な
対
策
は
見
出
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

一
方
で
、
新
た
に
漁
獲
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
魚
種
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
魚
種
の
Ｐ
Ｒ
や
、
加
工
な

ど
付
加
価
値
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
県
で
は
、
平
成
中
期
以
降
か
ら
漁

獲
さ
れ
始
め
た
サ
ワ
ラ
の
水
揚
げ
が
順

調
に
推
移
し
て
お
り
、
関
係
者
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
も
相
ま
っ
て
、
現
在
で
は
市
場
に

定
着
し
て
き
た
も
の
と
認
識
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
同
様
に
近
年
漁
獲
量
が
増
加

し
て
い
る
魚
種
と
し
て
ワ
ニ
エ
ソ
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
小
骨
が
多
く
鮮
魚
流
通

に
は
不
向
き
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

水
産
海
洋
研
究
所
の
研
究
に
よ
り
、
焼

干
し
に
す
る
こ
と
で
出
汁
の
原
料
と
し

て
活
用
で
き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
現
在
、
一
部
地
域
に
お
い
て

は
、
漁
業
者
と
観
光
関
係
者
が
連
携

し
、
地
産
地
消
の
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
焼
干
し
の
活
用
が
始
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、「
新
潟
県
水
産

振
興
戦
略
」
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
い

る
「
舫
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
で

あ
り
、
今
後
、
こ
う
し
た
事
例
が
県
内

各
地
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
お
り
ま
す
。

国
内
の
水
産
物
消
費
の
動
向
に
目
を

向
け
ま
す
と
、
生
鮮
魚
介
類
の
購
入
量

は
長
期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
消
費

者
の
間
で
は
簡
便
さ
を
重
視
す
る
傾
向

が
高
ま
り
、
手
作
り
志
向
は
徐
々
に
弱

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

魚
介
類
は
、
健
康
効
果
や
美
味
し
さ

と
い
っ
た
面
で
大
き
な
強
み
を
持
つ
一

方
、
価
格
の
高
さ
や
調
理
の
手
間
と

い
っ
た
点
が
消
費
の
障
壁
と
な
っ
て
い

る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
課
題
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
手
軽
で
美
味
し
い
調
理
方
法
を

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
新
潟
産

の
魚
に
つ
い
て
の
情
報
を
発
信
し
、
よ

り
多
く
の
方
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
環

境
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
漁
業
者
・
飲

食
店
関
係
者
・
行
政
職
員
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
「
新
潟
魚
食
普
及
の
会
」
を
中

心
に
、
調
理
方
法
や
新
潟
の
魚
の
魅
力

に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
県
で
は
南
蛮
エ
ビ
や
ノ
ド

グ
ロ
と
い
っ
た
県
産
水
産
物
の
「
ブ
ラ

ン
ド
化
」
推
進
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
、
多
く

の
消
費
者
の
皆
様
に
水
産
物
の
魅
力
を

再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
魚
を
積
極
的

に
食
べ
る
意
識
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

水
産
物
は
、「
食
」
の
面
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
域
の
活
性
化
や
持
続
可
能
な

経
済
づ
く
り
に
も
直
結
す
る
重
要
な
資

源
で
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
漁
港

を
核
と
し
た
地
域
資
源
の
活
用
を
通
じ

て
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
所
得
の
向

上
を
目
指
す
「
海
業
（
う
み
ぎ
ょ
う
）」

が
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
お
り
ま

す
。
新
潟
県
は
漁
港
の
数
が
多
く
、
地

域
独
自
の
食
材
や
食
文
化
も
豊
か
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
よ
り
「
海
業
」

推
進
の
た
め
の
実
態
調
査
を
開
始
し
、

観
光
ツ
ア
ー
等
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

水
産
課
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
今
後

も
新
潟
県
の
安
全
で
美
味
し
い
魚
を
県

民
の
皆
様
へ
安
定
的
に
供
給
さ
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
そ
れ
を
支
え
る
漁
業
者
の

方
々
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
漁
業

を
営
ん
で
い
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

未来を拡く、広域漁協
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農
林
水
産
部

水
産
課

副
参
事（
水
産
業
革
新
支
援
担
当
）

こ
の
四
月
よ
り
新
し
く
普
及
指
導
員

業
務
担
当
と
な
り
ま
し
た
。
団
体
・
企

画
係
の
松
原
で
す
。
以
前
糸
魚
川
駐
在

と
し
て
四
年
間
業
務
を
行
な
っ
て
き
ま

し
た
が
、
久
し
ぶ
り
に
普
及
業
務
を
担

当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
以
前
は

右
も
左
も
分
か
ら
ず
と
い
う
言
葉
を
常

套
句
に
な
ん
と
か
乗
り
越
え
て
き
ま
し

た
が
、
今
回
は
流
石
に
そ
う
い
う
わ
け

に
も
い
き
ま
せ
ん
。
今
の
と
こ
ろ
ま
だ

余
裕
な
く
、
四
苦
八
苦
し
て
お
り
ま
す

が
、
冴
え
な
い
頭
を
振
り
絞
り
な
が
ら

行
政
業
務
を
思
い
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
と
は
い
え
新
し
い
業
務
も
増
え

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
さ
ら
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
い
業
務

と
い
う
の
は
、
以
前
は
そ
れ
ほ
ど
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
各
地
域
で
の
関
係
者

が
連
携
し
た
取
組
が
挙
げ
ら
れ
る
か
と

思
い
ま
す
。
詳
し
く
は
別
に
ま
た
、
お

話
し
し
ま
す
が
、「
舫
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
や
「
海
業
」
と
い
っ
た
キ
ー
ワ
ー

ド
が
そ
れ
に
当
た
り
ま
す
。
現
在
進
捗

中
の
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
地
区
の
皆
様
が
連
携
し
た
中
で

積
極
的
に
、
自
立
的
に
取
組
を
推
進
で

き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
所
存
で

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
取
組
に
つ
い
て
も

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

農
林
水
産
部

水
産
課
　
団
体
・
企
画
係

主
任

こ
の
度
の
人
事
異
動
で
農
林
水
産
部

水
産
課
団
体
・
企
画
係
に
配
属
に
な
り

ま
し
た
、
板
垣
直
樹
（
い
た
が
き　

な

お
き
）
と
申
し
ま
す
。
最
近
は
、
子
ど

も
た
ち
と
自
宅
近
く
の
用
水
路
で
ド

ジ
ョ
ウ
と
ザ
リ
ガ
ニ
の
観
察
に
付
き
合

わ
さ
れ
て
い
る
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。出

身
は
、「
鮭
の
町
」
で
知
ら
れ
た

新
潟
県
村
上
市
で
す
（
近
年
、
鮭
の
漁

獲
が
低
迷
し
て
い
て
残
念
で
す
が
）。

幼
い
頃
か
ら
隙
が
あ
れ
ば
河
川
や
海
に

繰
り
出
し
て
、
釣
り
を
通
し
て
水
生
生

物
に
触
れ
て
い
た
こ
と
で
、
特
に
魚
に

対
し
て
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ま
た
、

小
学
校
の
総
合
学
習
授
業
で
鮭
の
稚
魚

の
人
工
ふ
化
を
学
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、

自
然
と
魚
類
の
種
苗
生
産
に
興
味
を
持

ち
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
魚
類
養

殖
を
も
っ
と
学
び
た
い
と
の
思
い
か
ら

「
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養
殖
」
で
有
名

に
な
っ
た
近
畿
大
学
に
進
学
し
ま
し

た
。
大
学
の
研
究
は
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の

初
期
種
苗
の
配
合
飼
料
設
計
を
メ
イ
ン

に
行
い
、
そ
の
傍
ら
、
実
学
と
し
て
養

殖
魚
種
（
マ
ダ
イ
、
ブ
リ
、
ク
エ
、
ヒ

ラ
マ
サ
、
シ
マ
ア
ジ
等
）
の
生
産
管
理

を
任
さ
れ
、
生
産
か
ら
出
荷
（
神
経
締

め
）
ま
で
の
現
場
業
務
を
学
ん
で
き
ま

し
た
。

こ
れ
ま
で
、
水
産
海
洋
研
究
所
（
増

殖
環
境
課
、
利
用
加
工
課
、
海
洋
課
）、

水
産
課
内
水
面
係
、
佐
渡
地
域
振
興
局

水
産
庁
舎
振
興
課
に
勤
務
し
て
お
り
、

勤
務
地
と
し
て
は
５
場
所
目
に
な
り
ま

し
た
。
研
究
所
で
は
ナ
マ
コ
及
び
ア
カ

モ
ク
（
ナ
ガ
モ
）
の
種
苗
生
産
技
術
開

発
、
水
産
加
工
品
の
冷
凍
技
術
開
発
、

魚
類
（
底
魚
）
の
資
源
管
理
に
関
す
る

研
究
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
内
水
面

係
で
は
内
水
面
漁
業
に
係
わ
る
業
務
を

全
般
に
、
錦
鯉
の
振
興
、
輸
出
や
防
疫

に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
振
興

課
で
は
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
、
担
い

手
に
関
す
る
漁
業
人
材
育
成
総
合
支
援

事
業
、
沿
岸
漁
業
改
善
資
金
等
の
補
助

事
業
や
魚
食
普
及
の
業
務
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

今
回
配
属
さ
れ
ま
し
た
団
体
・
企
画

係
で
は
、
浜
の
活
力
再
生
プ
ラ
ン
、
漁

業
の
担
い
手
の
支
援
事
業
、
漁
業
士
会

の
指
導
等
の
業
務
を
担
当
い
た
し
ま

す
。
佐
渡
で
の
普
及
員
と
し
て
の
経
験

を
活
か
せ
る
よ
う
に
更
に
業
務
に
励
み

た
い
所
存
で
す
。
ま
た
、「
現
場
の
声
」

を
事
業
に
反
映
で
き
る
よ
う
微
力
な
が

ら
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

松原　祐樹

板垣　直樹

県
指
導
普
及
職
員
紹
介

合成洗剤追放運動を地域ぐるみで実行しよう
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農
林
水
産
部

水
産
課
　
団
体
・
企
画
係

技
師

四
月
か
ら
水
産
課
団
体
・
企
画
係
に

配
属
と
な
り
ま
し
た
、
中
川　

至
（
な

か
が
わ　

い
た
る
）
と
申
し
ま
す
。
私

は
採
用
四
年
目
で
あ
り
、
新
採
用
か
ら

三
年
間
は
内
水
面
水
産
試
験
場
の
魚
沼

支
場
に
配
属
さ
れ
、
養
殖
マ
ス
類
の
生

産
指
導
や
技
術
改
良
に
携
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
水
産
課
で
は
水
産
業
普
及
指
導

員
と
し
て
輸
出
水
産
物
や
食
の
安
全
・

安
心
確
保
に
関
す
る
仕
事
等
の
担
当
と

な
り
、
業
務
内
容
が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
が
、
周
囲
の
方
々
に
教
わ
り
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

出
身
は
神
奈
川
県
で
、
海
洋
生
物
学

に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
東
京
海
洋

大
学
の
海
洋
資
源
環
境
学
部
に
進
学
し

ま
し
た
。
卒
業
研
究
で
は
海
洋
生
態
系

の
数
値
モ
デ
リ
ン
グ
に
関
す
る
研
究
を

行
い
、
研
究
活
動
の
基
礎
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
水
産

生
物
研
究
会
と
い
う
サ
ー
ク
ル
に
所
属

し
、
仲
間
た
ち
と
海
の
生
物
採
集
や
学

園
祭
で
の
生
物
展
示
に
も
取
り
組
み
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
人
脈
や
経
験
は
水

産
職
員
と
し
て
働
く
中
で
活
か
さ
れ
る

こ
と
も
多
く
、
有
意
義
な
も
の
だ
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

上
司
や
先
輩
職
員
、
そ
し
て
水
産
関

係
機
関
や
漁
業
者
の
方
々
に
教
わ
り
な

が
ら
、
水
産
業
普
及
指
導
員
と
し
て
成

長
し
、
県
の
水
産
振
興
に
貢
献
で
き
る

よ
う
な
人
間
に
な
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

農
林
水
産
部

水
産
課

主
査
（
糸
魚
川
駐
在
）

新
年
度
か
ら
糸
魚
川
駐
在
所
に
赴
任

し
ま
し
た
濵
岡
秀
樹
（
は
ま
お
か　

ひ

で
き
）
と
申
し
ま
す
。
あ
ま
り
な
じ
み

は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
愛
媛
県
の
最

南
端
で
あ
る
愛
南
町
出
身
で
す
。
大
学

院
修
了
後
は
愛
媛
や
広
島
な
ど
瀬
戸
内

海
を
中
心
に
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、

九
年
前
に
民
間
者
経
験
枠
採
用
で
新
潟

県
職
員
に
な
り
ま
し
た
。

実
家
は
水
産
物
を
使
っ
た
珍
味
製
造

工
場
を
営
ん
で
お
り
（
惜
し
ま
れ
つ
つ

今
春
で
廃
業
）、
幼
少
の
こ
ろ
は
目
と

鼻
の
先
に
海
と
魚
と
ミ
カ
ン
が
あ
ふ
れ

て
い
る
生
活
で
し
た
。
海
岸
に
は
い
つ

も
ミ
カ
ン
が
打
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
の

が
私
の
原
風
景
で
す
。
小
学
校
の
下
校

時
に
夏
み
か
ん
を
友
人
に
投
げ
つ
け
た

り
し
た
の
も
い
い
思
い
出
で
す
（
特
別

な
許
可
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
）。

そ
の
影
響
で
し
ょ
う
か
、
大
学
院
で
生

物
進
化
と
性
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
た

ま
し
た
が
、
修
了
後
は
ど
う
し
て
も
水

産
の
研
究
が
し
た
く
て
非
営
利
団
体
の

研
究
員
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
は
「
海

藻
と
二
枚
貝
の
複
合
養
殖
技
術
の
開

発
」
を
行
い
、
そ
の
後
、
出
身
の
愛
媛

大
学
で
ノ
ド
グ
ロ
の
仲
間
で
あ
る
ホ
タ

ル
ジ
ャ
コ
（
宇
和
島
じ
ゃ
こ
天
の
主
原

料
！
）
の
研
究
、
そ
し
て
当
時
の
瀬
戸

内
海
区
水
産
研
究
所
（
現
：
水
産
機
構
）

で
海
藻
藻
場
の
研
究
に
従
事
し
、
昨
年

度
ま
で
新
潟
県
水
産
海
洋
研
究
所
で
海

藻
と
ア
ワ
ビ
・
サ
ザ
エ
の
研
究
に
携

わ
っ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
齢
四
十

七
歳
に
し
て
初
め
て
の
行
政
職
に
就
い

た
と
言
う
事
に
な
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん
、
普
及
員
も
初
め
て
で
す
。
見
た
目

は
ベ
テ
ラ
ン
、
頭
脳
は
シ
ロ
ウ
ト
と
言

う
某
探
偵
ア
ニ
メ
の
真
逆
の
よ
う
な
感

じ
で
す
が
、
上
越
地
域
の
水
産
業
の
発

展
に
尽
力
し
た
い
気
持
ち
は
主
役
級
だ

と
自
負
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
い
ま

だ
実
力
は
脇
役
級
で
す
の
で
、
場
所
や

時
間
を
問
わ
ず
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
を
賜
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
何
卒
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
生
活
で
の
信
条

は
、
何
事
も
よ
く
観
察
す
る
こ
と
・
常

に
問
い
か
け
る
こ
と
で
し
た
。
気
に
な

る
こ
と
が
あ
れ
ば
海
に
潜
り
、
ド
ロ
ー

ン
を
飛
ば
し
、
時
に
は
深
夜
ま
で
漁
業

関
係
者
と
対
話
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
舞
台
は
研
究
か
ら
行
政
へ
と
移
り

ま
し
た
が
、
普
及
員
と
し
て
も
常
に
現

場
主
義
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
現
場
で
見
か
け
た
際
は
、
ぜ
ひ
、

お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

濱岡　秀樹

中川　至

気象聞いたか、備えはよいか
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三
月
四
日
（
火
）
～
五
日
（
水
）
の

二
日
間
に
か
け
て
、
東
京
都
中
央
区
Ａ

Ｐ
日
本
橋
に
お
い
て
、
全
国
青
年
・
女

性
漁
業
者
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
、
全

国
の
漁
業
関
係
者
や
団
体
な
ど
が
［
資

源
管
理
・
資
源
増
殖
部
門
］［
漁
業
経

営
改
善
部
門
］［
流
通
・
消
費
拡
大
部

門
］［
地
域
活
性
化
部
門
］［
多
面
的
機

能
・
環
境
保
全
部
門
］
の
五
つ
の
部
門

に
分
か
れ
、
計
三
六
組
が
日
頃
の
努
力

の
成
果
や
新
た
な
取
り
組
み
等
に
つ
い

て
発
表
し
ま
し
た
。

新
潟
県
か
ら
は
新
潟
魚
食
普
及
の
会

（
佐
渡
地
区
）
よ
り
森
川
あ
ゆ
子
氏
、

佐
藤
和
代
氏
が
『
佐
渡
に
お
け
る
魚
食

普
及
活
動
─
お
魚
料
理
教
室
を
通
じ
て

─
』
と
表
し
て
［
流
通
・
消
費
拡
大
部

門
］
に
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
当
部
門

は
参
加
組
数
も
多
く
ど
の
発
表
も
創
意

工
夫
を
凝
ら
し
た
発
表
が
多
か
っ
た
も

の
の
、
お
料
理
教
室
参
加
者
や
消
費
者

の
意
見
を
大
切
に
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

活
用
す
る
こ
と
で
活
動
の
効
果
を
確
認

し
な
が
ら
試
行
錯
誤
し
て
い
る
点
を
高

く
評
価
さ
れ
、【
Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連
・

Ｊ
Ｆ
全
国
漁
青
連
会
長
賞
】
を
受
賞
い

た
し
ま
し
た
。

最
後
に
全
国
水
産
高
等
学
校
生
徒
研

究
発
表
大
会
最
優
秀
賞
作
品
と
し
て
、

新
潟
県
立
海
洋
高
等
学
校
生
に
よ
る
、

【
越
後
ｗ
ｉ
ｎ
ｅ
ヒ
ラ
メ
】
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。

今
大
会
で
全
国
漁
業
関
係
者
と
の
交

流
・
情
報
交
換
を
き
っ
か
け
に
、
新
潟

県
内
で
の
漁
業
・
漁
村
の
振
興
に
向
け

た
取
組
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

～
第
三
十
回
全
国
青
年
・

�
女
性
漁
業
者
交
流
大
会
」
～
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令
和
六
年
度
漁
船
海
難
遺
児
募
金
と

し
て
次
の
方
々
か
ら
善
意
の
募
金
を
戴

き
ま
し
た
。

合
計
二
〇
二
、一
九
七
円
を
漁
船
海

難
遺
児
育
英
会
に
送
金
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。

●	

上
越
栽
培
協
議
会

	

六
四
、三
五
九
円

●	

赤
泊
カ
ニ
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

	

一
、八
〇
〇
円

●	

㈲
弥
吉
丸

	

一
、一
〇
〇
円

●	

佐
渡
さ
か
な
ま
つ
り
実
行
委
員
会

	

七
九
、三
六
三
円

●	

新
潟
漁
協
北
蒲
原
支
所

	

二
、九
八
四
円

●	

姫
津
漁
業
協
同
組
合

	

一
、一
八
八
円

●	

東
日
本
信
用
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

	

新
潟
支
店

	

七
、三
三
四
円

●	

日
本
漁
船
保
険
組
合
新
潟
県
支
所

	

九
、〇
〇
〇
円

●	

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

	

新
潟
県
事
務
所

	

三
、〇
〇
〇
円

●	

全
国
漁
業
信
用
基
金
協
会
新
潟
支
所

	

四
、二
五
〇
円

●	

新
潟
県
水
産
振
興
協
会

	

九
、五
〇
〇
円

●	

共
水
連
北
陸
事
業
本
部
新
潟
支
店

	

三
、〇
〇
〇
円

●	

新
潟
県
漁
業
協
同
組
合
連
合
会

	

一
五
、三
〇
二
円

●	

そ
の
他	

十
七
円

皆
様
方
か
ら
の
善
意
の
募
金
は
、
漁

船
海
難
遺
児
育
英
会
の
奨
学
生
に
対
し

て
貴
重
な
学
費
の
一
部
と
し
て
定
期
的

に
送
金
さ
れ
て
お
り
、
大
切
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
引
き
続
き
、
漁
船
海
難
遺

児
募
金
へ
の
御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

善
意
の
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

善
意
の
募
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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県
水
産
海
洋
研
究
所
で
は
鮮
度
保
持

技
術
や
資
源
有
効
利
用
技
術
の
開
発
な

ど
、
県
産
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に

取
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
4
年
に
は

「
新
潟
県
農
林
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

推
進
に
関
す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、

付
加
価
値
向
上
の
取
組
の
重
要
性
は

益
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
県
産
水
産
物
に
つ
い
て
訴
求
力
の

あ
る
科
学
的
な
デ
ー
タ
の
蓄
積
は
十
分

で
は
な
く
、
特
に
消
費
者
に
身
近
な

「
味
覚
」
の
情
報
が
乏
し
い
現
状
に
あ

り
ま
す
。

そ
こ
で
水
海
研
で
は
、
新
潟
県
漁
業

協
同
組
合
連
合
会
と
連
携
し
て
県
産
水

産
物
の
味
覚
情
報
の
収
集
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
漁
連
が
取
り

組
む
魚
食
普
及
推
進
事
業
（
公
益
社
団

法
人	

新
潟
県
水
産
振
興
協
会
助
成
事

業
）
に
よ
り
行
っ
て
お
り
、
事
業
の
目

的
は
県
産
ブ
ラ
ン
ド
品
目
の
ブ
ラ
ン
ド

イ
メ
ー
ジ
確
立
に
向
け
、
味
覚
情
報
を

可
視
化
し
販
売
促
進
に
繋
げ
る
こ
と
、

更
に
は
県
産
水
産
物
全
体
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
報
告
で
は
、
県
ブ
ラ
ン
ド
推
進
品

及
び
県
プ
ラ
イ
ド
フ
ィ
ッ
シ
ュ
に
選
定

さ
れ
て
い
る
「
の
ど
ぐ
ろ
（
ア
カ
ム

ツ
）」
の
味
覚
情
報
に
つ
い
て
、
本
事

業
に
よ
り
現
在
ま
で
に
分
か
っ
た
こ
と

を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

今
回
の
味
覚
測
定
で
は
、
人
間
に
よ

る
評
価
で
は
な
く
、
味
識
別
装
置
（
味

覚
セ
ン
サ
ー
）
と
い
う
機
器
を
用
い
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
人
の
舌
を
模
し
た
膜

セ
ン
サ
ー
で
あ
り
、
酒
類
や
コ
ー
ヒ
ー

類
な
ど
へ
の
利
用
が
進
ん
で
い
ま
す
。

本
機
で
は
、
口
に
含
ん
だ
際
の
味
覚

（
先
味
）
と
し
て
、
旨
味
、
苦
味
雑
味
、

酸
味
、
塩
味
、
渋
味
刺
激
を
、
飲
み
込

ん
だ
後
に
残
る
味
覚
（
後
味
）
と
し
て
、

旨
味
コ
ク
、
苦
味
、
渋
味
を
測
定
で
き

ま
す
。
検
体
に
含
ま
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の

味
覚
成
分
濃
度
を
、
基
準
に
対
す
る
相

対
値
で
算
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
の
違

い
を
数
値
に
よ
っ
て
評
価
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
本
機
は
「
味
の
物
差
し
」
と

呼
ば
れ
ま
す
。
な
お
、
測
定
値
に
〇
・

五
差
が
あ
る
と
味
覚
に
敏
感
な
人
が
認

知
で
き
、
一
・
〇
差
が
あ
る
と
一
般
的

な
味
覚
の
人
が
認
知
で
き
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

令
和
六
年
度
は
、
五
月
、
十
月
、
一

月
の
の
ど
ぐ
ろ
を
分
析
し
、
比
較
と
し

て
、
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
大
衆
白
身

魚
の
マ
ダ
イ
、
ヒ
ラ
メ
（
十
月
漁
獲
）

も
測
定
し
ま
し
た
。

味
覚
測
定
に
は
液
化
が
必
要
と
な
る

た
め
、
原
料
の
魚
肉
部
位
を
熱
水
抽
出

し
、
冷
却
、
遠
心
分
離
を
か
け
た
上
清

を
検
体
と
し
ま
し
た
。
全
体
の
評
価
は

五
月
の
の
ど
ぐ
ろ
の
値
を
基
準
と
し
て

行
い
ま
し
た
。

分
析
の
結
果
、
の
ど
ぐ
ろ
は
五
月
に

比
べ
て
十
月
に
旨
味
が
強
く
、
大
衆
白

身
魚
に
比
べ
複
雑
な
味
を
し
て
い
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に

は
十
月
個
体
が
五
月
個
体
や
マ
ダ
イ
、

ヒ
ラ
メ
よ
り
旨
味
、
苦
味
雑
味
の
値
が

高
い
傾
向
（
〇
・
五
以
上
の
差
）
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
（
図
）。
一
方
で
、
漁

法
及
び
サ
イ
ズ
に
よ
る
顕
著
な
差
は
確

認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

令
和
七
年
度
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

の
ど
ぐ
ろ
の
分
析
を
行
う
と
と
も
に
、

測
定
魚
種
の
拡
大
や
味
覚
に
付
随
す
る

デ
ー
タ
の
取
得
、
味
覚
デ
ー
タ
の
販
売

促
進
へ
の
利
用
を
検
討
す
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
味
覚
測
定
以
外
に
も
認
知

度
向
上
や
消
費
拡
大
に
向
け
て
、
様
々

な
県
産
水
産
物
の
測
定
、
分
析
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
取
組
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
新
潟
県
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
、
新
潟
県
水
産
振

興
協
会
、
県
内
漁
業
協
同
組
合
、
株
式

会
社
大
庄
総
合
科
学
新
潟
研
究
所
の
皆

様
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

図　旨味−苦味雑味の味覚マップ

新
潟
県
水
産
海
洋
研
究
所
　
利
用
加
工
課
　
研
究
員
　
小
林
　
将
也

の
ど
ぐ
ろ
っ
て
ど
ん
な
味
？　
～
県
産
水
産
物
の
付
加
価
値
向
上
に
向
け
て
～

競争から共存共栄へ
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今
回
は
「
海
業
」
に
つ
い
て
話
を
さ

せ
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
様

の
中
に
は
、
既
に
十
分
ご
存
知
の
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
一

方
で
言
葉
は
聞
い
た
事
が
あ
る
が
、
具

体
的
に
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う

方
、
ま
た
正
直
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い

う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
紙
面
を
も
っ
て
少
し
ご
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
漁
村
に
お
い
て

は
、
他
の
居
住
区
域
に
比
べ
人
口
の
減

少
、
高
齢
化
は
著
し
く
進
行
し
て
お

り
、
漁
村
を
活
性
化
さ
せ
る
、
に
ぎ
わ

い
を
創
出
す
る
こ
と
は
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

現
状
の
ま
ま
で
は
そ
の
課
題
を
解
決

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
豊
か
な

海
や
漁
村
の
魅
力
あ
る
そ
の
地
域
の
資

源
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
雇
用
を

確
保
し
、
地
域
住
民
の
所
得
向
上
を
図

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
今
面
前
に
置
か

れ
た
課
題
は
解
決
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
地
域
の
資
源
を
有
効
に
活
用

し
、「
モ
ノ
」
の
消
費
だ
け
で
な
く
、

「
コ
ト
」
の
消
費
を
実
践
し
て
い
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
段
・
方
法
を
い
わ
ゆ
る

「
海
業
」
と
し
て
い
ま
す
。

国
も
こ
の
「
海
業
」
＊
を
積
極
的
に

推
進
す
べ
く
、
水
産
物
消
費
の
増
進
や

交
流
人
口
の
拡
大
と
と
も
に
、
漁
港
に

お
い
て
陸
上
養
殖
の
展
開
等
の
漁
港
機

能
の
強
化
を
図
る
た
め
、
今
般
、
漁
港

漁
場
整
備
法
及
び
水
産
業
協
同
組
合
法

の
一
部
改
正
（
令
和
五
年
五
月
二
十
六

日
公
布
）
を
行
い
ま
し
た
。
主
な
取
組

と
し
て
は
、
地
場
水
産
物
を
提
供
す
る

食
堂
や
水
産
物
や
加
工
品
販
売
施
設
の

運
営
、
マ
リ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
や
遊

漁
体
験
、
漁
業
体
験
、
漁
村
集
落
内
の

宿
泊
施
設
運
営
な
ど
が
一
例
で
す
が
、

そ
の
他
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
が
考
え
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

＊	

水
産
庁
Ｈ
Ｐ
（
海
業
に
つ
い
て
）
は

以
下
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

	https://w
w
w
.jfa.m

aff.go.jp/j/
keikaku/２307１8.htm

l#um
igyou0１

新
潟
県
に
お
い
て
は
、
令
和
四
年
三

月
に
水
産
振
興
戦
略
を
策
定
し
、
生

産
、
流
通
、
加
工
、
小
売
、
飲
食
、
観

光
等
の
水
産
業
に
関
わ
る
事
業
者
全
体

が
連
携
し
、
県
産
水
産
物
の
付
加
価
値

を
高
め
て
い
く
こ
と
と
も
に
、
関
係
者

全
体
が
儲
か
る
仕
組
み
を
目
指
す
基
本

理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
具
体
的

な
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
こ
の
「
海
業
」

を
重
要
な
施
策
と
し
て
掲
げ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
各
地
域
で
の
取
組
と
い
う

点
で
は
、
も
う
一
つ
「
舫
い
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
県
内
各
地
で
展
開
し
て
い
ま

す
が
、
こ
ち
ら
も
「
海
業
」
と
並
び
具

体
的
な
推
進
活
動
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
も
の
で
す
。

現
在
、
県
内
で
「
海
業
」
の
取
組
を

推
し
進
め
る
た
め
に
、
ま
ず
は
モ
デ
ル

地
区
を
佐
渡
市
と
定
め
、
ど
の
よ
う
な

活
動
が
可
能
な
の
か
、
調
査
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。
短
期
的
に
は
今
年
度
中

に
、
佐
渡
島
内
の
実
践
地
区
と
し
て
検

討
さ
れ
た
県
営
漁
港
を
拠
点
に
そ
の
ア

イ
デ
ィ
ア
を
試
験
的
に
実
践
し
て
い
く

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
中
期
的
な
取
組
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
来
年
度
以
降
、
そ
の
モ
デ
ル
地
区
で

の
活
動
を
定
着
さ
せ
、
佐
渡
島
内
だ
け

で
な
く
、
県
内
各
地
で
、
こ
の
「
海
業
」

の
取
組
を
横
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
中
で

も
、「
こ
ん
な
事
が
で
き
れ
ば
で
き
れ

ば
賑
わ
い
が
生
ま
れ
る
か
も
…
」
と
か

「
こ
ん
な
仕
事
が
あ
れ
ば
就
業
者
が
増

え
る
の
に
…
」
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
ア

イ
デ
ィ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
兼
ね

な
く
ご
意
見
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

～　
海　
業　
に　
つ　
い　
て　
～

新
潟
県
農
林
水
産
部
水
産
課

副
参
事
　
松
原
　
祐
樹

魚のたんぱく質と脂肪は、健康（長寿）の源
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漁 船 情 報
漁船リース事業　事業承継者募集について

〇	下記漁船で事業承継していただける漁業者さんを募集しています。	
漁船購入を検討している漁業者さんや独立を検討している漁業者さん	
下記の漁船で操業を考えてみませんか。

※国の補助事業、漁船リース事業を活用しておりますので別途条件がございます。
詳細についてはお問合せ下さい。

漁船の要目
船 名 第八豊栄丸（令和 4年 6月末まで稼働実績）
漁船登録番号 NG２-２093（板びき網漁業、こぎ刺網漁業）
船 質 軽合金
総 ト ン 数 6.２トン
主 要 寸 法 １２.１8m×２.88m×１.２0m
造 船 所 東和造船株式会社（新潟県新潟市）
進 水 年 月 昭和6１年 6 月（船齢38年）
機 関 製 造 者 三菱重工エンジン＆ターボチャージャ㈱
推 進 機 関 ディーゼル355kw　S6M4-T２MTKL（機齢 4年 ２カ月）
主 要 設 備 オートパイロット、レーダー、GPS、魚探、無線、AIS

問い合わせ先　　（一社）新潟県漁業リース協会　TEL 025-243-3681（県漁連内）

都市、農山村の人々と交流を深め、活気あるよう漁村をつくろう
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水　　揚　　情　　報
令和 7年 5月末現在� 単位：（㎏，％）

水揚市場
区分 水揚合計 新潟 岩船 山北 寺泊 出雲崎 上越 佐渡

R6.12月～R7.5月
累計 4,833,045 1,473,650 235,591 305,539 160,267 67,169 600,131 1,990,698

R6.12月～R7.5月
累計 5,345,643 1,581,763 327,134 323,468 204,347 95,599 604,540 2,208,792

増減（㎏） -512,598 -108,113 -91,543 -17,929 -44,080 -28,430 -4,409 -218,094

前年対比（％） 90% 93% 72% 94% 78% 70% 99% 90%

地区別魚種ランキング12月～ 5月
� 前年対比：増加⬆　横ばい➡　減少⬇
新　潟 寺　泊

区　分
魚種ランキング

漁獲量
（㎏） 前年対比 区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比

1 ずわいがに 309,062 ⬇ 1 まあじ 62,143 ⬇
2 まあじ 47,808 ⬇ 2 まだい 22,460 ⬆
3 まだい 12,790 ⬇ 3 ひらめ 7,640 ⬇
4 かます 10,565 ⬇ 4 つぶ貝 5,530 ➡
5 ひらめ 9,917 ⬇ 5 まだら 4,590 ⬇

岩　船 出雲崎
区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比 区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比

1 まだら 38,441 ⬇ 1 まだら 28,687 ⬇
2 ぶり 35,666 ⬇ 2 まだい 7,096 ⬆
3 ふぐ 22,012 ⬆ 3 かれい 6,554 ⬇
4 まあじ 16,159 ⬇ 4 さざえ 5,208 ⬇
5 ひらめ 15,817 ⬇ 5 ずわいがに 3,767 ⬇

山　北 上　越
区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比 区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比

1 まだら 56,965 ⬆ 1 まあじ 127,896 ⬆
2 ひらめ 29,520 ⬇ 2 まだい 88,998 ⬇
3 にぎす 21,139 ⬆ 3 にぎす 71,917 ⬇
4 ずわいがに 17,776 ⬇ 4 うすめばる 33,057 ⬆
5 あじ 15,971 ⬆ 5 さば 28,273 ⬇

佐　渡
区　分

魚種ランキング
漁獲量
（㎏） 前年対比

1 まいわし 552,082 ⬆
2 さば 267,234 ➡
3 まふぐ 115,733 ⬆
4 ぶり 115,723 ⬇
5 あじ 104,685 ➡

漁場環境の保全と豊かな漁村づくりを推進しよう
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最高級加水分解型船底塗料

表層の高濃度の防汚剤イオン層により、優れた防汚効力を発揮します

高活性加水分解ポリマーによって、表面更新性が優秀です

塗膜表面が平滑に研磨され、水中の摩擦抵抗が減少します

色がカラフルです

中国塗料株式会社
〒105-5516 東京都港区虎ノ門二丁目6番1号 虎ノ門ヒルズステーションタワー16F     
TEL: 03-6457-9307     Website:   www.cmp.co.jp

ご用命は最寄りの
漁業協同組合 購買課まで

あっぱれの特長

2kg 4kg レッドH ブルーH 黒H

■出力ファイル名:　 cmp_ad_250612(outline).ai
■データ形式：　Adobe Illustrator 2020 
■配置画像：　image001.jpg
■フォント：アウトライン処理済み
□広告サイズ：170mm(W)×118mm(H)
□水産にいがた

データについて

「あっぱれ」の防汚性能がさらにアップしました。
※ 製品改良に伴い光沢が若干増しており、仕上り感が従来品と若干異なります。

みんなで築こう浜の信頼　漁協合併！



水 産 に い が た 令和 7 年 7 月発行 　第 450 号（　）23

新潟海上保安部

①①近近年年のの漁漁船船海海難難のの発発生生状状況況

②②事事故故対対策策

おお 知知 らら せせ

新潟県内での漁船海難が、昨年は５件発生しております。

今年は６月末時点において漁船海難の発生はありませんが、引続き注意して海

難が起きないようにしましょう。また、一人で漁へ行き、誤って海中転落する事故が

毎年発生しています。漁に出る際は当日の体調面も考慮し、救命胴衣をしっかり装

着した上で出発するようにしましょう。

海難は突然発生するものです。 海難の当事者にならないようにするために、

周囲の見見張張りりをを徹徹底底するほか、発発航航前前点点検検や専専門門業業者者にによよるる点点検検整整備備の実施、また、

万が一落水した場合や船上で負傷し動けなくなった場合に備え、救救命命胴胴衣衣のの着着用用、、

有効な連連絡絡手手段段のの確確保保をお願いします。

新新潟潟県県内内のの漁漁船船海海難難発発生生状状況況

【【問問合合せせ先先】】

新新潟潟海海上上保保安安部部 交交通通課課
℡℡ 002255--224444--11000088

4隻

13隻

9隻

5隻

未発生
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税
関
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
を
脅
か
す
不
正
薬
物
や

銃
器
な
ど
の
密
輸
を
撲
滅
す
る

た
め
に
日
々
取
締
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

国
を
跨
い
だ
人
や
モ
ノ
の
流

れ
が
活
発
化
し
て
い
る
中
で
、

令
和
六
年
税
関
で
の
不
正
薬
物

の
摘
発
件
数
は
一
千
二
十
件
、

押
収
量
は
約
二
千
五
百
七
十
九

キ
ロ
と
な
り
、
初
め
て
二
年
連

続
で
二
ト
ン
を
超
え
極
め
て
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
令
和
六
年
五
月

に
は
千
葉
県
館
山
市
の
漁
港
に

お
い
て
、
洋
上
取
引
に
よ
る
コ

カ
イ
ン
約
百
七
十
八
キ
ロ
を
摘

発
し
ま
し
た
。

日
本
国
内
で
摘
発
さ
れ
る
不

正
薬
物
や
拳
銃
の
ほ
と
ん
ど
が

海
外
か
ら
の
密
輸
品
で
す
。

税
関
で
は
更
な
る
水
際
で
の

取
締
強
化
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
、
新
潟
県
の
長
い
海
岸
線
に

対
す
る
取
締
り
に
は
、
漁
業
関

係
者
の
皆
様
の
協
力
が
必
要
不

可
欠
で
す
。

身
の
回
り
で
何
か
不
審
な
こ

と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
新
潟

税
関
支
署
（
〇
二
五
―
二
四
四

―
九
三
一
四
）
又
は
密
輸
ダ
イ

ヤ
ル
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

税関から漁業関係者の皆様へのお願い
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受
け
継
ご
う

命
あ
ふ
れ
る

清
い
海

大会応援マスコット とこまる

令和7年

11月9日日

主催：豊かな海づくり大会推進委員会
　　　第44回全国豊かな海づくり大会三重県実行委員会
後援：農林水産省、環境省

第44回全国豊かな海づくり大会三重県実行委員会事務局（三重県全国豊かな海づくり大会推進PT内）
〒514-0004 津市栄町1丁目954（栄町庁舎5階）
TEL：059-224-2162　　FAX：059-224-2059

お問い
合わせ

海づくり大会　三重

◀大会公式HP情報はこちら
公式Instagramはこちら▶

開
催
場
所

式典行事

志摩市阿児アリーナ（志摩市）
海上歓迎・放流行事

宿田曽漁港（南伊勢町）
関連行事

桑名港（桑名市）、白塚漁港（津市）、志摩市ともやま公園（志摩市）、
奈屋浦漁港（南伊勢町）、尾鷲魚市場（尾鷲市）
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